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研究背景・研究目的
近年、COVID-19 の影響で対面授業、遠隔授業、ハイフレックス型授業などのハイブリッドな授業形態が広まった。そ
れに伴い、これらのハイブリッドな授業形態に合わせた「サポちゃん2021」を昨年度開発した。これはプログラミング系
の科目で使用されるシステムである。プログラミングの授業では、講義中に受講生がPCを用いて演習問題を解く時間があ
る。受講生が演習チェック依頼をして、演習担当者が演習チェックを行い、それに対して結果を返す。演習担当者とは、
本研究において担当教員およびSA/TAのことである。「サポちゃん2021」はこの演習チェック依頼や演習チェックを電子
化したシステムである。このシステムは2021年度プログラミング系の科目で実際に運用されてきた。しかし、対面受講生
とオンライン受講生の演習問題の進捗状況を把握することが難しいという課題がある。また、対面受講生とオンライン受
講生とでは演習チェック・質問対応の手順が違い、演習担当者への作業負担が増えるという課題もある。本研究の目的は、
演習状況が遅れている受講生を発見してフォローできるようにすることである。また、演習担当者の負担も減らす。その
ために、サポちゃん2021を基に演習支援システム「サポちゃん2022」を開発した。

サポちゃん2022の開発
サポちゃん2022では、演習状況が遅れている受講生を発見するために、演習未完了者・演習完了者の表など演習問題ご
とに演習の状況を表示する演習時間画面を開発した。加えて、全講義回の受講生ごとの演習状況確認画面、全講義回の受
講生ごとの演習状況を確認できる画面、受講生個人の講義回ごとの演習状況確認画面を開発した。また、演習担当者の負
担を減らすために、演習チェック結果のコメント用テンプレートボタンや学籍番号のコピー機能も開発した。

評価実験・評価結果
本研究では、サポちゃん2022を九州産業大学理工学部のプログラミング演習I、モバイルプログラミング演習、クラウドプ
ログラミング演習で使用してもらい、評価実験を行った。評価結果より、「演習担当者の作業負担が下がった」、「演習問
題の進捗が遅れている受講生を発見して、フォローするのに役に立った」と言える。


